
毎日新悶
前
省
長
派
の
党
籍
取
り
消
し

台
湾
の
与
党
・

国
民
党
は
6
目、

綱

紀
委
員
会
を
聞
き、

総
統
選
挙
に
無
所

属
で
出
馬
す
る
宋
楚
轍（
ぞ
う
・

そ
ゆ）

前
台
湾
省
長
を
支
持
し
て
い
る
立
法
委

員
（
国
会
騒
貝
）

7
人
を
含
む
党
白
別

人
を、

－
年
後
に
回
復
申
摘
が
で
き
る

「
党
籍
取
り
消
し
処
分
」

に
す
る
乙
と

を
決
め
た
。
先
月
の
宋
民
本
人
の
除
名、

党
幹
部
6
人
の
党
籍
取
り
消
し
処
分
に

続
く
処
分
で、
党
内
引
き
締
め
が
狙
い
。

総
統
選
で
は
宋
圧
が
支
持
率
で
国
民
党

公
認
候
補
の
連
戦
・

副
総
統
を
上
回
っ

て
お
り、

党
内
の
危
機
感
は
強
い
。

党

執
行
部
は
厳
し
い
笹
勢
を
示
す
と
と

で、

支
持
を
決
め
か
ね
て
い
る
党
只
に

圧
力
を
か
旬、

連
民
支
持
を
徹
底
さ
せ

た
い
考
え
だ。

【
台
北
支
局
】
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退
任
後
の
訪
日
に
意
欲

健
康
不
安
説
を
否
定

台
湾
総
統

問問
【
台
北
6
日
日
時
事】
台
湾

労
の
李
登削
総
統
は
六
日
午
後、

《暗
日
本
と
台
湾
の
学
者
らに
よる

「，rー
シ
ン
ポ
ジウ
ム
「
ア
ジ
ア
・
オ

E
lプン
・フ
ォ
ー
ラ
ム」
第十

一
回
会
読の
出
席
者
と
総
統府

叩ω
で
会
見、
来年
に
長
野
県
松
本

山川
市
で
聞か
れ
る
予
定
の
第十二

ワl
回
会
議へ
の
出
席
に
意
欲
そ一ホ

・
し
た。

印

李総
統は一
九
八
八年
に
総

nu
統
に
就
任し
て
以
来、
中国
の

反
対で
訪
日で
き
な
い
状
態が

東京新聞
DEC. 7.1999 

－R
退
任
後の
訪
日
に
前
向
き

【
台
北
6
日
今
原孝】
台
湾

の
李
笠
輝
総
統
は
六
日、
日

本、
台
湾
の
学
者
ら
に
よ
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ア
ジ
ア・
オ
ー

プ
ン・
フ
ォ
ー
ラ
ム」
第
十一

回
会
議
の
出
席
者
と
台
北
市内

で
会
見、
来
年、
長野
県
松
本

市
で
開
催
予
定
の
同
フ
才
l
ラ

ム
に
招
待
を
受
げ
た
の
に
対

し、
総
統
退
任
後の
訪
日
に
前

向
き
な
盗
勢
を
示
し
た。

続い
て
い
る
が、
来年
五
月
に

退
任
する
こ
と
か
ら、
一
市
民

と
レ
て
の
訪
日
そ
盟
ん
で
い

る。
同フ
ォ
ー
ラ
ム
の
日
本
側

メン
バ
ー
も
李総
統
そ
招
請
す

る
方針。

李
総
統
は
回、
五
の
両
日、

台
南
市
で
聞か
れ
た
同フ
ォ
ー

ラ
ム
第
十一
回
会
議
の
開
会
式

に
出
席
レ
な
かっ
たこ
と
につ．

い
て、
過
労気
味
で、
主
治
医

か
ら
「
少
し
体
聾し
た
ほ
う
が

い
い」
と
勧
め
られ
た
た
め
と

説
明。
そ
の上
で「
今
は
元
気」

と
強
調、
一
部
で
流れ
た
健
康

不
安
説
を一
臨（
いっ
し
ゅ
う）

し
た。

�J:p 

大地震後継者の支持率低迷’－ー

，圃＿.，＿＿『圃，
』」巧ミJさ秦ぢ6.1999 DEC. 

【
台
北
6
日
共同】
李
登
悶

．

 
五
日、

李総
統
が
過
労
か－
り
心

臓
に
負
担
が
か
か
り、
激
務
を

控
え
る
よ
う
ド
ク
タ
ー
ス
ト
ッ

プ
を
か
げ
ら
れ
たこ
と
を
明
ら

か
に
し
た。

総
統
は、
四
日
に
台
南
市
で

聞
か
れ
た
日
本
と
台
湾
の
交
流調李登輝総統

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ア
ジ
ア・
オ

ー
プン
・
フ
ォ
ー
ラ
ム」

第十

一
回
会
議
の
間
帯
式
に
出
席
予

定
だっ
た
が、
主
治
医
の
診察

を
受
け
た結
果、
出
席
を
取
り

や
め
休
盤
を
取
る
よ
う
指
示
さ．

れ
て
欠
席。
代
わ
り
に
連
戦・

副
総統
が
出
席
し
た
が、

総統

が
急
きょ
欠
席
し
た
理
由
は
説

明
さ
れ
な
かっ
た。

眠れぬ日々、心臓に負担

同
筋
に
よ
る
と、

李総統は

九
月
二
十一
日
の
中
部
大
地
震

の
発
生
以
来、
被
災
地
に
赴
き

慰
問
多続
け
る
毎
日
が
続
き、

十
分
休
盤
が
取
れ
な
かっ
た
た

め、
過
労
か
ら
心
臓
に
負
担が

か
か
っ
た
と
い
う。

ま
た
来
年
三
月
の
総
統
選
を

控
え、
国
民
党
が
分
裂
し、
後

継
者
の
連
副
総統
の
支
持
率
が

一
向
に
よ
向
か
な
い
こ
と
を気

に
掛
け、
庖
近
は
よ
く
眠
れな

い
と
側
近
に
こ
ぼ
し
て
い
たと

伝
え
ら
れ
る。

李総統
は
五
日
夜、
台
北の

公
邸
で
中

嶋樹雄東京
外
大
学

長、
柿
沢
弘
治
元
外
相
（
東海

大
教
控）
らフ才
l
ラ
ム
出
席

者
と
会
食
し
た
が、
出
席者
は

「
心
労
が
重
なっ
て
い
る
とい

う
印
象
を
受
け
た」
と
語っ

た。

総統
は
六
日
午
後、
総
統

府
で
フ
ォ
ー
ラ
ム
参加
者
全
員

と
会
見
す
る
予
定。

アジア・オープン・フォーラム」報道新聞記事」-1999.12



読売新開

台

湾

の

李

総

統

来

年
訪
日
の

意
向

退
任
後

【
台
北
6
日
H
河
田
卓
司】

台
沼
の
李
箆
郁
総統
は
六
日、

総
統
府
で、
台
湾
で
開
催
さ
れ

た
日
台
民
間
国
際
会
騒
「
デ
ジ

ア
・

オ
ー
プ
ン
・

フ
ォ
ー
ラ

ム」
の
参
加
者
や
日
本
人
記
者

ら
と
会
見
し、
来
年、
日
本
の

松
本
市
で
開
か
れ
る
閉
会
議
出

席
の
た
め
訪
日
す
る
志
向
を
示

し
た。
李
総
統
の
任
期
は
来
年

五
月
ま
で
で、
来
年
の
会
議
開

催
時
に
は総
統
を
退
任
し
て
い

る
が、
中
国
は
退
任
後
の
訪
日

に
も
反
対
し
て
い
る。

7.1999 DEC. 

宋
氏
支
持

幻
人

党

籍
取
ふり

消
し

台
湾
国
民
党

【
台
北
6
臼
H
河
田
卓
司】

台
湾
の
与
党・
国
民
党
は
六

日、
党
規
律
義
員
会
を
開
き、

来
年
三
月
の
総
統
選
に
無
所
属

で
出
馬
す
る
宋
楚
論・
前
台

湾
省
長
を
支
持
す
る
立
法
蜜

員
（
国
会
鵠
員）
七
人
と
県－

錦、
市
部
ら計
二
十一
人
を、

党
決
醗
違
反
を
盟
由
に
党
籍

取
り
消
し
処
分
と
し
た。
宋

氏
本
人
と
宋
陣
営
の
幹
部
六

人
は
先
月
＋
七
日、
除
名
ない

し
は
党
籍
取
り
消
し
を
受
け

て
お
り、
処
分
第
二
弾
と
なっ

－
たc

一

処
分
の
理
由
は、
同
党
が
連

一
戦・
副
総
統を
公
認
候
補と
し

一
た
決
定へ
の
違
反。
総
統
選で

は宋
氏
が一
貫
し
て
支
持
率
ト－

一
ップ
を
定っ
て
い
る。
同
党
は

一
危
機
感
を
強
め、
李
登
輝
総
統

一
自
ら宋
氏
を「
臨
切
り
者」
と

一
批
判
し、全
面
対
決
し
て
い
るo

－
同
党
は
厳
し
い
処
分
に
よっ
て

一
党
内
を
引
き
締
め、
連
氏
当選

一
を
目
指
し
て
い
る。

世界日報

退

任

後
の

訪
日

に

意

欲

示

す

台
湾
の
苧
登
輝
総
統

【
台
北
6
日
時
事】
台
間の

李
登

輝総統
は
六
日
午
後、
日

本
と
台
湾
の
学
者ら
に
よ
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ア
ジ
ア・
オ
ー

プ
ン・
フ方
1
5
ム」
第
十一

回
会
議
の出
席
者
と

総統府
で

会
見、
来
年に
長
野
県
松
杢市「

で
聞
か
れ
る
予
定
の
第
十
二
回
里

会
議へ
の
油
精
に
意
欲
を一示
し

一
た。

一

李
総
統は一
九
八
八
年
に
総

一
統
に
就
任
し
て
以
来、
中
国
の

7.1999 DEC. 

反対
で
訪
日
で
きない

状般が

続い
て
い
る
が、
来
年
五
月
に

退任
す
る
と
とか
ら、
一
市
民

と
し
て
の
訪
日
を
望
ん
で
い

る。
同
フォ
ー
ラム
の
日
本側

メ
ンバ
ー
も
李
総
統
を
招
鵠
す

る
方
針
で、
世
話
入む一
人
で

争
＠
中
嶋

日忠雄東京外
国部
突

学学
長
は
「
李
総
統が
退
任
し

た

後も訪
日
し
ては
因
る
と
中

国
側
は
言っ
て
い
る
が、
そ
ん

な
こ
とに
な
内は、
日
本
は
主

権
国
家
で
は
な
く
な
る」
と、

李総統
の
訪
日
実
現
に
努
力
す

る
考え
を
示
し
た。

三
市東が
阪
神
大
震
災
の
経

験
を生か
して
製
作
し
た
防
災

読
本が、
災害
対
応
に
役
立つ

と
し
て
台
湾大
地
震
で
被
災
し

た
人
た
ち
に向
け
翻
訳
さ
れ
る

と
と
が
決まっ
た。
こ
の
本は

「
住民
が
地
震
発
生
後の
三
日

聞
をいか
に
乗
り
切
る
か
に
絞

っ
て
ま
と
めた」（
三
重県
担
当

者）
点
に
特
色
が
あ
り、
乙
の

絞り込んだ
視
点
が
台
湾
側
の

関
心
を
呼
ム倍。

翻
訳さ
れ
る
の
は、
岡
県
が

一
九
九
五
年
十
二
月
に
発
行

し、
県
内の
全世
帯
に
配
布
し

た
コニ
重
県地
震
防
災
読
本｜

三
日
間
を
生
き
の
び
る
た
め

今
年
十
月
下旬、
台
湾
の
嘉

義
市
で

救援活聞
の
た
め
現
地

入
り
し
た
災
害
救
援
研
究
所

（
大
阪
市）
の
伊
永
勉
所
長

が、
日
本
の

防災資
料
の一
つ

と
し
て

持参した
と
こ
ろ、
張

博
雅
市
長
や
消
防
局
長
ら
の
自

に
留
ま
り、
翻
訳
し
た
い
と
申

し
出
が
あっ
た。

阪
神
大
震
災
で、
公
的
な
防

災
機
闘
が
発
生
後三
日
で
本
格

的
に
立
弘仁占がっ
た
経
験
を踏

ま
え、
と
の
防
災
読
本は
被
災

者
自
身
が
地
震
発
生
の
三
秒

後、
三
分
後、

三
十
分
後、
三

日
後
に取
るべ

き
行
動
を
個
条

B
き
で
説
明
し
て
い
る。
ま

た、
切
り
取っ
て
安
否の
辿
絡

に

要経が
挟
み、
量
れて
い

た
り、
表
紙
に
蛍
光塗
料
で
絵

文
字
を
配
し
て
緊
急時
に
持
ち

出
し
ゃ
す
く
す
る
な
ど
の工
夫

が
凝
ら
し
て
あ
り、
C－
pu
た

内
容
が
「
住
民
に
分
か
りゃ
す

く、
そ
の
ま
ま
実
用
品
と
し
て

使
え
る
と
評
価
さ
れた」（
伊
永

所
長）
と
い
う。

中
国
語へ
の
翻
訳は
日
本
語

に
堪
能な
市
職
員
ら
の
手
で
進

められ
て
お
り、
今
年中
に
は

製
本
さ
れ
住
民へ
の
配
布
が
始

ま
る
完
通
し
だ。

海

外

で

も

生

き

る

阪

神

大

震

災

の

教

訓



産経新聞 （夕刊）

一
阪神大震災で、公的な防

一
災機関が発生後三日で本格

一
的に立ち上がった経験を踏

一
まえ、この防災読本は被災

一者
自
身が地
震発生の三
秒

一
後、三分後

、三
十分後、三

一
日後に取るべき行動を個条

一
倍きで
説明している。
ま

一
た、切り取っ
て安吾の迎絡

一
に使う紙が挟み込まれてい

一
るなどの工夫が凝らしてあ

一
り、こうした内容が「住民

一
に分かりゃすく、そのまま

一
実用品として使えると評価

F
された」
（伊永所長）とい

三重県が阪神大震災の経
マっ 。

験を生かして製作した防災
一

中国語への翻訳は白本語

読本が、災害対応に役立つ
一
に堪能な市職員らの手で進 唱

として台湾大地震で被災し→
められており、今年中には

た人たちに向け翻訳される一
割本され住民への配布が始

ことが決まった。
「住民が一
まる見通しだ 。

地震発生後の三日聞をいか一

に乗り切るかに絞っ
てまと一

めた」
（三露日の担当者〉
一

点に特色があり、この視点－

が台湾側の関心を呼んだ 。
一

翻訳されるのは、岡県が
一

平成七年十二月に発行し、一

県内の全世帯
に配布した

「三重県地震防災説
本｜三

臼
聞

を生
きの
び
る

た
め

に」。
今年十月下旬、

台湾

の話題市で救援活動のため

現地入りした災害救援研究

所（大阪市）の伊永勉所長

が、
日本の防災貸料の一
つ

として持参したところ、強

間雅市長らの自に留まり、

翻訳したいと申し出があっ

た。

DEC. 

阪神大震災教訓の
三重県「防災読本」

台湾向け翻訳ヘ

産経新聞
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したい

7.1999 

訪日退任後、
市たがき 窓統間五束 気催会プシ日湾であ、、総向退半＋京 • －＂＊姥際蜘』 工）議ンンタの【
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回本した除 い総時約 ・世間回l涜六台

「民主化の歴史語りたい」
会議（段終回〉
に招かれてい

る問題について
、出席したい

意向を改めて示すとともに、

「もし出席できれば 、
台湾が

九0年代に進めた民主化、政

治
改革の歴史を括したい」
と

語っ
た。

総統在任中の訪日に閲して

は、「〈中国の抗議が予想さ

れる）日本に迷惑を掛けたく

ないし、自然にやるのがよい。

外務省も因るだろう」
と述

べ、選慮する意向を示した。

なお、同フォーラムの開会

式への出席を直前になって取

りやめたことから、一
部で現

在七＋六歳になる総統の健康

問題も取りざたされたが、「こ

の辺り元気だ」
といいつつ、

「地震の後、毎日、彼災地を

訪問して少し疲れが出た。
主

治医に温労に気を付け、
少し

休むようにいわれたので宮う

ことを聞いた。
心臓は少しア

ブノーマルな
ところもある

が、問題になるようなもので

は全然ない」
と語り、
健康に

不安はないことを強調した。



＝＝二2・i
.

あ李 事
す瑞気
訪環i
日氏

フォ
ー
ラム」
の第＋一
回会

識が四日、
台
南市議会
で開

幕。
連
戦副
総統が
台湾側を

代表してあいさつし
「台湾

海峡

の安定が
アジア太平
洋

の平和
の重
要なカギ」
と、

中
台関係
の
安定的発展と緊

張緩和
に
向
け、．
最大の努力

を継続
する
と強調した。

－一
フ
ォ
ー
ラム
は
「海
に
活

一
（い）
ぎる
アジア」
をテl一

日ム口
フ
ォ
ー
ラ
ム
一
マに五
日
まで
聞かれ、
日本

一
側は呼
び掛
け人
の中嶋恒
雄

台

南

市

で

開

幕
一

豪
外
大
学長
をは
じ
め 、

来年
の長野会
醗で
解散一
川勝平
太・
国
際日本文化セ

【台
南4
日共同】
日本
と一
ンタl
教
授、
金森久雄・
日一

台湾の
学
者、
政財界人
で
つ一
本経済研
究セン
ター
顧問
ら一

く
る「
ア
ジア・
オ
ープン・一
が
参加
した。

一

フォー
ラム
は
宰愛輝政権

誕生翌年の一
九八九年に発

足。
毎年日本
と台湾で
霊

に開かれ、
李総統が総統を

引退する来年
の
第十二
団長

野会議（予定）
で解散する

こ
とになっ
てい
る。
長野会

議
の期日
などは近く決まる

見通しだ。

【
北
京
6
日
H
中
村
史
郎｝

中
国の
李瑞現・
会
国
政治協

商
舎謹（
政協）
主
席
が
八日か

ら
十
六日ま
で、
日本そ
訪問

する。
李主
席
は
共
産
党の
序

列
四
位。

中
国
首
脳
の
訪
日
は

昨
年
の
江
沢
民
国
家
主
席
以
来

で、

小
制
恵
三
首
相
や
河
野
洋

平
舛相、
柴
容
両
院館長、
与

野
党代表
らと
会
談
する。
会

談で
は、
署名
後、二
年
間も
未

発
到の
ままの
新
しい
日中漁

業
協
定など
が
議
題によるも

の
と
見
られ
る。
李主
席は
漁

業
協
定そめ
ぐっ
て
漁
民の
反

発が
強まる
長
崎県そ
助れ
る

ほか、
天
山
市
で
の
乗
用
車
合

弁生
産そ目指
すトヨ
タのエ一

場
を 、
福
岡
県
内
で
視
察
す
る 。
一

信濃毎日新聞

に
入植し、五人の
子
供
を育てた。

W

息
子二
人はアメ
リカ
の大学に留

w

学
さ
せてい
る。

総

この戦争と革
命の
時代を生
き
…

た老
人
に、
「ム「の中国はどうで
…

すか」
と尋ね
る
と、
「
少
ル
は良
…

く
なっ
ているだ
るつが、
嘘ばか
…

りだ」
と言う。
「
テレビを見て、

そ
の
変化に篤
当与品
せんか」
と問

い
直
しても、
や
はり
首
を慣に顕
…

るlイデオロ
ギー
に生
きた世代が
…

現
実
を直視するのは極
めて離
し

い。
中国大陸
にしても、
日本に

おい
ても、
朝
鮮半
島でも、
アジ

アは
今わ、
特際
なイデオロ
ギー

に
凝
り固まっ
た
人々
を島状に践

し、
二
十世紀
の終わ
りに向かつ
い

て
歩んでいる。
（野田
正彰）

「

t
fk 

ど
まっ
てい
た。

タ
イ領内にありな
が
ら治外法

権地
威、
近づくには国民
党軍
の

許
可告を必要とする。
先住民
ア

カ族
を追いやっ
て遣っ
た村に五

千人が
住み、
小学
校か
ら高等学

校
まであっ
た。
文字
の民・
中国

人
の、
教宵へ
の関心
の高さに驚

いた
ものである。

5.1999 

朝日新開

ピルマ
と
タイの国
境地
帯か－
h＃

住
して
きた国民党軍
の
入植村が

ある
と聞き、
翌朝、
訪
ねていっ

た。
とい
うの
も、
私は一
九八一

年五
月、
タイ
とラオ
ス
の国民山

李

台
湾

総

統
が

来

秋
訪

日

意

向

【
台
北
6
白
川
清
水
勝
彦】

台
湾の
李登郎
総
統は六
日、
－

日台
学者・
文佑
人らの
集ま－

り、

ア
ジ
ア
・

オ
ー
プ
ン
・
フ

ォ
ー
ラム
の
日
本
側参
加者と

台
北の
総統
府
で
会
い 、
来
年

十
月に
長野
県
松
本市で
開催

され
る
向フ
ォ
ー
ラム
に
出席

し、
総
統と
し
て
台
湾民主
化

に
尽
力して
きた
歩み
につ
い

て
部
演したいと
表
明した。

通
楢
楢

霧社は
台湾の中
央、
海
寂
て

一
五O
M、
周囲を三
千
M級の峰

に固
ま
れた高山
の村で
ある。
一

九三
O（昭和五）
年
十
月末、
台

湾総
督府による帰順
政策、
警察

官
の横
暴に
畑っ
た山
岳
原住民タ

イ
ヤル
族
が蜂起し、
日本人百三

十四人を殺害し、
そ
の後彼らも

六百
人ほ
どが殺され、
約三
百人

が自答
し、
多数が
行
方不明と
な

っ
た「
舘社事件」
が
起こっ
た
と

こ
ろ
である。

私はこ
の山里に一
泊
し、
タイ

…
ヤル
族
の地震被害と
救
援状況に

一
つい
て調べ
た。
その
夜、
近くに

DEC. 

7 1999 

国
民
党
残
党
の
村
HU

今
回の旅
で訪ね
ていっ
た「
定

遼新
村」
では、
八
十二
歳
になる

老人
と話しこ
んだ。
彼
は山東省

の出
身。
広西省
をへ
て、
タイ
国

債で三
平
人
の軍隊
と
ともに十二

年
間過ご
してい
る。
六一
年に台

湾に
渡リ、
若い
妻と
ともに露社

DEC. 

岳地
域
のメエ
サロ
ン
に、
国民党

の
残党の村を訪ね、
一
夜を過ご

したこ
とがあっ
た
か
ら
である。

四
九年、
中国解放軍
に
敗北を重

ね
た国民
党軍
は昆明を
南
下、
ピ

ルマ
に
入り、
ラオ
ス、
タイの国

境地
帯に栂拠地を
造っ
て踏みと

� 

G通




